






要約:尿蛋白陰性の IDDM(n=26)の尿中クエン酸排泄量を測定した。(1)尿中クエン酸排泄

量:IDDM747.2 ㎎/g・Cr,対照 327.8 ㎎/g・Cr(p<0.01,有意差あり)。(2)尿中クエソ酸と尿

中 NAG の相関関係(n=44);r:0.34,p<0.05。(3)尿中クエン酸と HbA1c の相関関係

(n=38);r=0.49,p<0.01。(4)5例中 4例で尿中クエン酸と HbA1cの経時的変動に相関が認め

られた。尿中クエン酸排泄量は,尿細管機能異常の一つの指標として臨床上有用と思われる。

しかし,糖尿病コントロールの良否に相関して可逆的に変動することが示唆され,糖尿病性

腎症の早期診断の指標となりうるか否かは,更に検討が必要と思われる。 


